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２８年度事業報告書 

 
特定非営利活動法人 和泉防災ネットワーク  

 
Ⅰ 事業期間 
 
 28年4月1日～29年3月31日 

 
Ⅱ 事業の成果 
 

   28年度は、4月に熊本地震が起きたため、市民や施設の経営者等の防災意識が強くなり、研修

や訓練の依頼をたくさんいただくことができ、それらをこなすことで目まぐるしい一年でした

が、同時に会員にとって各自スキルアップができた一年でした。 

また、後期は、大学からの依頼で当法人の活動内容や課題を検討することになり、設立から5

年間を振り返る良い機会にもなりました。 

二年前から始めたネットワーク事業「防災ネットコーナー、ぼうさい相談」も定着し、コミュ

ニティカフェ”オアシス”が、活動拠点、並びに防災のネットワークの拠点として大いに役立ち

ました。 
 
Ⅲ 事業の実施状況 
 １ 特定非営利活動に係る事業 
 

(1) 大規模災害時における防災対策計画の策定及び政策提言に係る事業 

【実施内容】 今年度も、和泉市災害リーダー養成講座へのゲスト参加をした程度で、大きな動き 

はありませんでしたが、昨年度に引き続き和泉ボランティア・市民活動センター「 

アイ・あいロビー」に対して、「熊本地震」をはじめ、年間を通して災害ボランテ 

ィア情報提供を行う等、市や市社協との話し合いの場を持つことは欠かしませんで 

した。 

 【収  入】 0円 

 【支  出】 0円  

 

(2) 災害時に多様な機関・組織、関係者が、地域や行政と協働、協力して支援する為のネットワー 

クの構築事業 

【実施内容】 ①コミュニティカフェオアシスの一角を借りて防災関連の書籍や防災グッズを展示

し、いつでも自由に閲覧できるような「和泉防災ネットコーナー」を常設。それに

伴い防災相談日を設定（毎月第4金曜日 午後2時～5時）。当法人の活動拠点とし

ても定例会を開催するなどメンバー間の連絡もスムーズに行うことが可能になり、

防災・減災の啓発活動として出前講座やイベントにも積極的に参加することができ

ました。 

 【実施場所】 コミュニティカフェ”オアシス” 

 【実施日時】 通年 

 【事業の対象者】 市民 

 【収  入】 0円 

 【支  出】 会議費 6,600円 交通費 24,000円  

 

【実施内容】 ②和泉市防災リーダー懇親会の事務局として企画、準備、参加者のとりまとめ、司
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会進行等を行いました。和泉市内で防災に関心を持っている人が約100名も参加する

良い機会でしたので、アンケート調査を行うなど、今後のネットワーク構築につな

がるような仕掛けづくりをしていきたいと検討しています。まずはメーリングリス

トを立ち上げ、メンバーからの意見も抽出していく予定です。 

また、和泉市では29年度も4期生を募集する予定なので、今後は和泉市とも更に強

い連携ができるよう努めて参ります。 

 【実施場所】 和泉市コミュニティセンター 

 【実施日時】 平成29年3月11日（土） 

 【事業の対象者】 和泉市防災養成講座受講生（卒業生を含む） 

 【収  入】 0円 

 【支  出】 消耗品費 8,461円 雑費 1,000円  

 

(3) 各事業の成果を市民が理解しやすい方法による普及・啓発活動事業 

 (ⅰ)市民を対象とした啓発活動 

【実施内容】 ① 弥生まつり 

ＮＰＯ法人いずみ太鼓 鼓聖泉より熊本地震の復興チャリティーコンサートで防災コ 

ーナーを出展してほしいと依頼があり参加しました。 

大阪府から提供されたアルファ米100食を試食できるような形で無料配布を実施。ブ   

ースでは非常食の展示（ローリングストック法の啓発）。ステージでは熊本地震の

状況を少し紹介したあと、そこからの教訓として、「1.助けて！と言えること（日

頃からの環境）、2.自分でできることはする（備蓄）3.正しい情報を入手する」等 

15 分程度プレゼンさせていただきました。参加者推定 2,000 人に対して当法人のチ

ラシを配布してもらうこともでき、大きな啓発活動になりました。 

 【実施場所】 池上曽根遺跡 

 【実施日時】 平成28年5月5日（祝・木） 

 【事業の対象者】 市民 

 【収  入】 0円 

 【支  出】 交通費 10,700円 消耗品費 1,534円 

 

【実施内容】 ② 和泉ボランティア・市民活動フェスタ 

毎年参加している和泉ボランティア・市民活動センター「アイ・あいロビー」主催

のフェスタに出展。今年は、消防署から水消火器をお借りして消火器体験を実施。

スタンプラリーコーナーの一つとして消火器の使い方を啓発し、景品として非常食

（おやつ）を配布。同時に「出張 ぼうさい何でも相談」をしながら非常食の展示や

ローリングストック法の啓発も実施しました。 

 【実施場所】 和泉シティプラザ 

 【実施日時】 平成28年11月23日（祝・木） 

 【事業の対象者】 市民 

 【収  入】 0円 

 【支  出】 交通費 5,000円  消耗品費 10,903円 
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【実施内容】 ③ 防災とボランティア市民の集い 

阪神淡路大震災以降、毎年この時期に和泉市で開催している防災イベント。今年は

約 100 名を対象に大型避難所運営ゲーム（HUG）が企画され、当法人に講師依頼があ

りました。あいにくの天候のため、多少参加者は減りましたが、各地域の出席者が

それぞれのテーブルで地域の個性を出しているのが、まるで災害時の各避難所の縮

図を見ているようでした。 

 

 【実施場所】 国府小学校体育館 

 【実施日時】 平成29年1月15日（日） 

 【事業の対象者】 市民 

 【収  入】 50,000円 

 【支  出】 交通費 6,000円 報償費 7,500円 

 

(ⅱ)子どもを対象とした啓発活動 

【実施内容】 ① Do You Know BOUSAI？ 

NPO 法人 子ども NPO センターいずみっ子との協働で子ども向け防災体験学習を企画。 

前半は、避難体験（ジャッキアップ、担架つくり、119番通報、避難所体験など、） 

後半は、防災グッズの勉強（当日は各自持ち込んでもらって自慢大会）の二部構成 

で実施。「学校で教えてもらっていないことがいろいろわかった」「ふだん考えた 

ことなかった」「子どもと一緒に考えられる良い機会になった」等の感想をいただ 

き、防災へのきっかけづくりとして役に立っていることを実感できた企画でした。 

 【実施場所】 和泉市コミュニティセンター 

 【実施日時】 平成28年9月11日（日） 

 【事業の対象者】 3歳～高校生 

 【収  入】 5,000円 

 【支  出】 交通費 13,000円 

 

(ⅲ)青少年を対象とした啓発活動 

【実施内容】 (ⅰ) 避難所運営ゲーム（HUG） 

青少年センターより、時間をかけてゆっくり避難所運営ゲーム（HUG）を実施したい 

との依頼があり、少人数制のHUGを実施。休憩を挟んで質問の時間もたっぷり取れ、 

大人とは違った高校生の視点を知ることができました。なかでも、実際に避難所が 

開設されるような事態が起きた時には、自分たちが手伝わなくてはいけないことを 

理解していたことには頭が下がる思いでした。今後は青少年の世代にも、もっと積 

極的に啓発活動の必要があることを、改めて実感しました。 

 【実施場所】 和泉市立青少年センター 

 【実施日時】 平成28年12月10日（土） 

 【事業の対象者】 高校生～大人（40歳くらいまで） 

 【収  入】 10,000円 

 【支  出】 交通費 3,000円 
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(ⅳ)教師や保護者を対象とした啓発活動 

【実施内容】 ① 防災講演 

 （社福）幸生会より、保育園の先生、ガイドヘルパー、障がい者の家族などを対象 

に、子どもや障がい者のために、備えなければいけないこと（物）や避難する為の 

注意点、避難所生活などを教えて欲しいという依頼があり、講演とワークショップ 

を開催。 

地震発生から避難生活までの一般的な話をしたあと、「災害をイメージしよう」と 

いうワークショップを実施。家族それぞれの、普段の 24 時間を書き出したてもらい、 

災害時の設定を指示して、その後どういうことが発生し得るかをイメージしてもら 

いました（自分を主人公にして物語を作ってもらう）。その後、実際にそうなるた 

めには、また、そうならないためには日頃からどうしておけば良いかをグループで 

話し合ってもらいました。 

 【実施場所】 幸幼稚園 

 【実施日時】 平成28年5月19日（木） 

 【事業の対象者】 （社福）幸生会の職員及び関係者 

 【収  入】 30,000円 

 【支  出】 交通費 1,900円 報償費 4,500円 

 

【実施内容】 ② 避難所運営ゲーム（HUG） 

すこやかネット（富秋中学校区地域教育協議会）より依頼があり、小中学校の教師、 

保育園の先生、地域住民など（約 60 名）を対象に避難所運営ゲーム（HUG）を実施。 

90 分というタイトなスケジュールでしたので、カスタマイズしたオリジナル版を使

用し、避難所開設直後から翌日の朝までの流れを体験してもらいました。 

 【実施場所】 池上小学校体育館 

 【実施日時】 平成28年5月21日（土） 

 【事業の対象者】 小中学校及び幼稚園の教師 

 【収  入】 10,000円 

 【支  出】 交通費 9,100円 会議費 2,750円 報償費 1,500円 

 

【実施内容】 ③ 防災展示 

チャイルド幼稚園より頼があり防災のグッズや非常食の展示を実施。園児の発表会

との同時出展の為、保護者を対象に乳幼児向けの非常食やトイレなどを中心に展示。 

開催中に実際に和歌山で地震が発生し、会場でも震度3程度の揺れが発生し緊急に広

場への避難放送があり、その後は保護者も熱心に私たちの話に耳を傾けてくれまし

た。 

 【実施場所】 チャイルド幼稚園 

 【実施日時】 平成28年11月19日（土） 

 【事業の対象者】 園児の保護者 

 【収  入】 10,000円 

【支  出】 交通費 3,900円 
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【実施内容】 ④ 防災ずきんづくり 

チャイルド幼稚園より、保護者が家で簡単にできる防災の話をしてほしいという依 

頼があり、乳幼児を抱えて避難する為に少しでも荷物を減らし、両手を開けるため 

の方法とし「バスタオルで作る防災ずきんづくり」を実施。 

作り方は簡単なので、作りながらどのような防災グッズが必要かグループごとに話 

し合ってもらいました。 

 【実施場所】 チャイルド幼稚園 

 【実施日時】 平成28年12月8日（木） 

 【事業の対象者】 園児の保護者及び保育士 

 【収  入】 10,000円 

【支  出】 交通費 4,200円 

 

(ⅴ)障がい者を対象とした啓発活動 

【実施内容】 ① 防災訓練 

和泉市聴覚障がい者防災ネットワークより、毎年市が開催している防災訓練のよう

な内容を聴覚障がい者が理解できるようゆっくり実施したいと依頼があり、市や消

防署の職員と内容を検討。場所の提供として以前から自主防災の訓練でつながりの

ある鶴山台北校区のみなさんの協力のもと、小学校の体育館を使用させてもらいま

した。 

3班に分かれて交代で5つのことを体験（備蓄倉庫の点検、簡易トイレの組み立て、

発電機の使い方、給水タンクの組み立て、AEDの使用方法、非常食の試食） 

私たちも訓練を通して、「伝えること」と「伝わること」の違い、そして伝わる

（理解してもらえる）ためにどのような支援が必要なのかを学ぶ良い機会になりま

した。  

 【実施場所】 鶴山台北小学校体育館 

 【実施日時】 平成28年6月19日（日） 

 【事業の対象者】 聴覚障がい者及び支援者（手話通訳、要約筆記ボランティア等） 

 【収  入】 0円 

 【支  出】 交通費 13,600円 消耗品費 500円 雑費 1,782円 

 

【実施内容】 ② 和泉支援学校ＰＴＡ秋まつり 

毎年、障がい者の避難所での食事体験をテーマに、体育館の中をパーテーションで 

仕切り、実際に食べてもらう企画を検討しています。今年で4回目になり少し目先を 

変えようと「ビニール袋クッキング」を実施。保護者だけでなく、参加していたボ 

ランティアさんも大変興味を持って積極的に手伝ってくれました。 

 【実施場所】 和泉支援学校 体育館 

 【実施日時】 平成28年11月5日（土） 

 【事業の対象者】 和泉支援学校のPTA、生徒、卒業生、近隣住民 

 【収  入】  30,240円 

 【支  出】  交通費 14,200円  消耗品費 2,989円 
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(ⅵ)地域を対象とした啓発活動 

【実施内容】 ① 防災ずきんづくり 

府中西女性会から短時間で簡単にできることで防災の啓発をしたいとの依頼があり、   

防災ずきんづくりと非常食（ローリングストック法）の啓発を実施。 

 【実施場所】 府中西町会館 

 【実施日時】 平成28年8月28日（日） 

 【事業の対象者】 府中西女性会の会員 

 【収  入】 5,0000円 

 【支  出】 交通費 3,000円 

 

【実施内容】 ② 避難所運営ゲーム（HUG） 

南池田校区社協ボランティアの研修で避難所運営ゲーム（HUG）をしたいと準備一式 

を依頼。災害直後の避難方法や避難所の状況なども説明し、日頃からの地域のつな

がりが復興にどう影響するのかを考えてもらいました。 

 【実施場所】 和泉生涯学習サポート館 

 【実施日時】 平成28年11月3日（祝・木） 

 【事業の対象者】 南池田校区社協ボランティア、民生員、町会役員等 

 【収  入】 30,000円 

 【支  出】 交通費 6,900円 消耗品費 4,398円 報償費 4,500円 

 

【実施内容】 ③ 防災講演 

南松尾校区の合同いきいきサロンで高齢者向けの防災のお話をしてほしいと依頼。 

簡単な防災教育のビデオを見てもらい、助かること、助けてもらうことが、結果的 

に周りの人たちの役に立つこと理解してもらい、そのためには日頃から地域の催し 

にできるだけ参加してもらうことが必要であることを啓発しました。 

 【実施場所】 春木町新会館 

 【実施日時】 平成28年11月13日（日） 

 【事業の対象者】 南松尾校区のみなさん 

 【収  入】  5,000円 

 【支  出】  交通費 1,700円 

 

【実施内容】 ④ 防災訓練 

南池田自主防災会からの依頼で防災倉庫の点検や資機材の使用訓練を実施。 

消火訓練、救護訓練、給水訓練、炊き出し等、併せて5つの訓練を体験してもらいま

した。消火訓練においては消防署の協力もあり小型動力ポンプからの放水による筒

先保持訓練など本格的な訓練をしてもらいました。 

 【実施場所】 南池田小学校体育館及び運動場の一部 

 【実施日時】 平成29年2月26日（日） 

 【事業の対象者】 南池田校区自主防災会会員及び関係者 
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 【収  入】 10,000円 

 【支  出】 交通費 13,000円 

 

(ⅶ)その他の啓発活動 

【実施内容】 (ⅰ) 防災ずきんづくり 

昨年度の岸和田公民館の紹介で、八木公民館より女性を対象とした防災の啓発を何 

かしたいと依頼があり、防災ずきんづくりと非常食（ローリングストック法）の啓 

発を実施。 

 【実施場所】 岸和田市立八木公民館 

 【実施日時】 平成28年6月21日（火） 

 【事業の対象者】 八木公民館の女性学級の生徒 

 【収  入】 10,000円 

 【支  出】 交通費 3,400円 報償費 1,500円 

 

(4) 大規模災害時におけるCAN(Computer Aided Network)の研究並びに開発事業 

【実施内容】 今年度もポータルサイトの立ち上げには至らなかったが、facebookとスタッフブロ 

グを連動させ、できるだけたくさんの情報を発信するよう努力しました。 

また、月に一度のメルマガ配信（計12回）を実施し、防災の啓発と東日本大震災 

の復興情報、熊本地震災害ボランティア情報の発信を行いました。 

 【実施場所】 当法人事務所 

 【実施日時】 通年 

 【事業の対象者】 市民 

 【収  入】 0円 

 【支  出】 通信費 6,458円  報償費 10,000円 

 

(5) 諸活動に係る団体への相談・支援事業 

【実施内容】 ①障がい福祉を勉強する会（多様な障がいを持つ人と支援する人が一緒に勉強する会） 

昨年に引き続きインクルーシブ防災プロジェクト会議のオブザーバーとして協力。

今年度は、アンケート調査と「街歩き被災シミュレーション」を通しての防災マッ

プ作りを中心に検討。防災マップの作成にまでは至らなかったがシミュレーション

は5件の施設と連携して実施することができました。 

【実施場所】 （社福）和泉幸生会 スマイルともに 

 【実施日時】 平成28年4月～平成29年9月（毎月第3木曜日） 

 【事業の対象者】 障がい福祉を勉強する会の会員 

 【収  入】   0円 

【支  出】   0円 

 

【実施内容】 ②桃山学院大学 

経済学部の基礎演習 テーマ「『社会を変える』ってどういうこと？」の中で、NPO

法人を取り上げて現状と課題解決について学習したいので協力してほしいと依頼が

あり、法人の設立主旨、活動紹介、現状と課題などをプレゼンしました。 

学生の出した解決方法はスケールが大きすぎて私たちにはまだ難しい内容でしたが、
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私たちにとって設立から5年間を振り返る良い機会にもなりました。 

【実施場所】 桃山学院大学 

 【実施日時】 平成28年11月～平成29年1月 

 【事業の対象者】 桃山学院大学経済学部１回生 

 【収  入】   0円 

【支  出】   1,900円 

 

(6) その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

他施設への広報活動や会員のスキルアップのために外部の研修への参加 

① 和泉ボランティア・市民活動センター「アイ・あいロビー」への登録、活動紹介誌、情報誌、

ホームページ等へ掲載 

② 会員のスキルアップのため、大阪府自主防災リーダー研修会に参加（11/17） 

   

 【収  入】 0円 

 【支  出】 0円 

 
 
Ⅳ 社員総会の開催状況 
 
 （日 時）  28年5月29日（日）10時から12時 
（場 所）  和泉シティプラザ 学習室3B 
（出席者数） 12名（総正会員数12名） 
（内 容）  平成27年度活動報告、平成28年度活動計画、他 

 
 
Ⅴ 理事会その他の役員会の開催状況 
 
 第1回理事会  
 （日 時）  28年5月28日 10時から11時30分 
（場 所）  コミュニティカフェ“オアシス” 
（出席者数） 3名 
（内 容）  理総会準備（決算確認）、28年度計画、他 

 

 第2回理事会  
 （日 時）  28年11月23日 15時から17時 
（場 所）  コミュニティカフェ“オアシス” 
（出席者数） 3名 
（内 容）  桃大からの要請について、下半期の活動予定、他 

 

 第3回理事会  
 （日 時）  29年2月26日 13時から15時 
（場 所）  当法人事務局 
（出席者数） 4名 
（内 容）  和泉市防災リーダー懇親会事務局としての関わり方、5周年事業について、他 

 


